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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　矯正した歯列が矯正前の状態に戻らないように歯列に嵌着して該歯列を保定する保定装
置であって、前記歯列の舌側に該歯列の歯頸部に沿って配した金属製の主線に、保定しよ
うとする歯毎に、歯幅程の適度な長さに切断した、該歯頸部の形状・幅に合致している湾
曲した金属線を、該歯頸部の舌側に沿って、湾曲した該金属線が該頸部に向くよう該歯頸
部に合わせて、該主線に接合させて各歯を保定することを特徴とした、金属のみで構成さ
れ飲食時も使用可能である歯列保定装置。
【請求項２】
　矯正した歯列が矯正前の状態に戻らないように歯列に嵌着して該歯列を保定する保定装
置であって、前記歯列の舌側に該歯列の歯頸部に沿って配した金属製の主線に、保定しよ
うとする歯毎に、歯幅程の適度な長さに切断した、該歯頸部の形状・幅に合致している湾
曲した金属線を、該歯頸部の舌側に沿って、湾曲した該金属線が該頸部に向くよう該歯頸
部に合わせて、該主線に接合させ、
　臼歯部分に、該臼歯部分の歯頸部の形状に沿った樹脂成形部分を有し、該樹脂形成部分
以外を金属のみで構成し、飲食時も使用可能である歯列保定装置。
【請求項３】
　予め歯幅程の適度な長さに切断した複数の金属線を予め適当曲げておき、このように形
成した該金属線の中から、適宜、歯頸部と形状が合致する該金属線を拾い出しながら主線
にロウ付けして形成した、請求項１あるいは請求項２に記載の歯列保定装置。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、矯正後の歯列を保定する歯列保定装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
歯列保定装置は、矯正装置で矯正した歯列が矯正前の状態に戻らないように歯列を保持す
る装置であり、例えば歯列の舌側に、歯頸の形状に合わせて形成した樹脂部材を備え、こ
の樹脂部材に対向して主線（ワイヤー）を歯列の唇側に設け、ワイヤーと樹脂部材とで歯
列を挟むように歯列に装着し、歯列が矯正前の状態に戻らないように保持している。
【０００３】
（例えば特許文献１参照。）。
【０００４】
【特許文献１】
特開平号公報。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら従来の歯列保定装置は、舌側の歯列の形状に従って樹脂を形成しなければな
らず、保定装置の製作に手間とコストがかかっていた。また口腔内の舌側が樹脂で覆われ
ることから、味覚が変化してしまったり、口内に違和感が生じたりすることなどがあり患
者の負担となっていた。
【０００６】
本発明は、歯列への装着が容易で、しかも装着中の不快感を軽減し、簡便で、かつ衛生的
でコストの低い歯列保定装置を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明は上記課題を解決するため、歯列保定装置を次のように構成した。
【０００８】
請求項１に記載の発明は、矯正した歯列が矯正前の状態に戻らないように歯列に嵌着して
歯列を保定する保定装置において、歯列の舌側に歯列の歯頸部に沿って配した主線に、湾
曲した金属線を各歯の歯頸部に合わせて接合させ、各歯を保定することとして歯列保定装
置を構成した。
【０００９】
これにより、歯列への装着が容易で、しかも樹脂が用いられていないことから装着中の不
快感が軽減され、簡便で、かつ衛生的でコストの低い歯列保定装置を提供することができ
る。
【００１０】
請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の歯列保定装置において、臼歯部分に、臼歯部
分の歯頸部の形状に沿った樹脂成形部分を有することとした。これにより、臼歯部分での
固定力が向上し、保定装置の保定力を高めることができるとともに、前歯部分の舌側に樹
脂部材を用いないことから保定装置の使用中の違和感を防止できる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
本発明にかかる歯列保定装置の一実施形態を、図面を参照しながら説明する。
【００１２】
歯列保定装置２（以下、保定装置２とする。）を、図１に示す。
【００１３】
保定装置２は、歯列の舌側に沿って形成されたワイヤー４と、歯列の唇側に沿って形成さ
れたワイヤー６とを有し、左右端部で折り返すようにワイヤー４とワイヤー６とが連結さ
れている。
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【００１４】
舌側のワイヤー４は、歯列の舌側の歯頸部に沿うように形成されており、第二大臼歯辺り
に左右を連結する連結線８が取り付けられている。更にワイヤー４には、図４に示すよう
に各歯２１の歯頸部２２の舌側に沿って湾曲した金属線３が各歯頸部２２に向けてロウ付
けされている。
【００１５】
ワイヤー６は、歯列の唇側に沿って歯のほぼ中央を通るように設けられ、犬歯と第一小臼
歯の間辺りに位置するＵ字状の湾曲部１０を備えている。
【００１６】
保定装置２は、例えば図２に示すようにワイヤー４とワイヤー６、及び連結線８で形成さ
れた外周部分をまず形成し、金属線３を各歯２１の歯頸部２２に合わせて湾曲させた上で
歯型に従ってワイヤー４にロウ付けする。尚、金属線３は、適度な長さに切断したワイヤ
ー線を予め曲げておき、このように形成した複数の金属線３の中から適宜形状が合致する
ものを拾い出しながらワイヤー４にロウ付けしてもよい。
【００１７】
保定装置２は、図３に示すように舌側のワイヤー４と唇側のワイヤー６との間に歯列２０
を挿入し固定する。歯列２０に装着すると舌側のワイヤー４に取り付けられた金属線３が
図４に示すように各歯２１の歯頸部２２に嵌着し歯２１を保持するため、歯列２０の保定
が確実になされる。保定装置２は、全体が金属製であり樹脂が用いられていないことから
、使用中に樹脂の着色等は発生せず、また口蓋部分に樹脂が存在しないため保定装置２を
装着したまま飲食が容易にできる。
【００１８】
またワイヤー４に金属線３をロウ付けしたことから、ワイヤー４の強度を上げることがで
き、歯列２０を保持する保定力を向上できる。更に、強度が向上するので、保定装置２の
変形を防止できる。
【００１９】
保定装置の他の例について説明する。
【００２０】
この保定装置５は、図５に示すように臼歯部分にあたるワイヤー４に樹脂を盛り付け、臼
歯の歯頸部２２に樹脂部３０が嵌合するように構成した。これにより、装着時の嵌合を向
上させ保定装置５の保定力を向上できる。また樹脂部３０は臼歯部分に嵌合することから
、使用にあたり違和感を生じさせることが少ない。
【００２１】
【発明の効果】
本発明の保定装置によれば、次のような効果を有している。
【００２２】
保定装置が金属線のみで構成されていることから、樹脂を成形する手間がかからず、ロウ
付けで加工でき製造が容易で、コストを低くできる。
【００２３】
樹脂部分を含まないことから、使用に伴う着色が発生しない。口蓋部分などが樹脂で覆わ
れることがなく、味覚の変化や違和感が少なく、また保定装置を装着したまま飲食ができ
る。金属線のみであるので、清掃が容易で、衛生的である。
【００２４】
更に、臼歯部分に嵌合する樹脂を設けたので、保定力を向上でき、かつ口蓋部分が樹脂で
覆われないことから使用感を良好に保つことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明にかかる保定装置の一実施形態を示す図である。
【図２】本発明にかかる保定装置を示す図である。
【図３】保定装置を歯列に装着したところを示した図である。
【図４】保定装置の一部を示す図である。



(4) JP 4403489 B2 2010.1.27

10

【図５】保定装置の他の例を示す図である。
【符号の説明】
２　；　保定装置
３　；　金属線
４　；　ワイヤー（舌側）
５　；　保定装置
６　；　ワイヤー（唇側）
８　；　連結線
１０；　湾曲部
２０；　歯列
２１；　歯
２２；　歯頸部
３０；　樹脂部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】



(5) JP 4403489 B2 2010.1.27

【図５】



(6) JP 4403489 B2 2010.1.27

10

フロントページの続き

(56)参考文献  米国特許第５０８７１９６（ＵＳ，Ａ）
              特開２００１－１０４３４１（ＪＰ，Ａ）
              特開平０８－２９９３６７（ＪＰ，Ａ）
              米国特許第５３１２２４７（ＵＳ，Ａ）
              米国特許第４９７６６１４（ＵＳ，Ａ）
              特公平０４－０１７６６１（ＪＰ，Ｂ２）
              特開２００３－０３８５２０（ＪＰ，Ａ）
              実開昭６１－１３９２０９（ＪＰ，Ｕ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              A61C   7/00


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

